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平均細孔半径 [µm] 0.035 0.027
累積細孔容積 [mL/g] 0.35 0.065
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は欧州規格であるBS EN 1504‐2 Surface 






































































































































































































































ンシャルの差から推測できる。 1 ～ 6月の含
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機器の設置場所を図 2，3 に示す。 
外壁の変色状態の測定 
外壁の変色状態について、写真(目視)と
L*a*b* ある L* より評価し
た。測定には土色計(SPAD-503，コニカミノル
タ)を用い、南壁と北壁(西殿、東 )は各 1 か所
ずつ、東壁(東殿)と西壁(西殿)では上下 2 か所



















年 月 日～ 年 月 日の部位
ごとの平均の 値を図 に示す。南壁 西殿、
東殿 の 値が最も大きく、北壁 西殿、東殿
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Case 2 24 時間
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Case 2 24 時間
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Case 2 24 時間













































Case 1(40℃ , 6h, 湿潤)では熱処理後、蛍光
強度は実験A-Case 1, 2と同様にゆっくりと低
下し、4日後以降は0.15以下となった。Case 
2(40℃ , 24h, 湿潤)では、処理直後に蛍光強
度は急激に低下し、2日後以降に0.15以下と
なった。
Case 3(40℃ , 6h, 乾燥)は、熱処理直後に蛍
光強度は約0.6まで低下したが、2日後以降は
ゆっくりと回復し、16日後には約0.7 ～ 0.8







熱処理前 熱処理直後 日後 日後 日後 日後
写真 ：実験 の変化の様子
熱処理前 熱処理直後 日後 日後 日後 日後
写真 ：実験 の変化の様子
熱処理前 熱処理直後 日後 日後 日後 日後 日後
図 ：実験 のクロロフィル蛍光の変化





























図 ：実験 温度： ℃ の基準化蛍光強度変化
図 ：実験 温度： ℃ の基準化蛍光強度変化






Case 1(45℃ , 6h, 湿潤)は熱処理後、蛍光強
度はゆっくりと、4日後以降は0.15以下となっ
た。Case 2(45℃ , 24h, 湿潤)は、熱処理直後
に蛍光強度は急激に低下し0.15以下となっ
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図 ：実験 温度： ℃ の基準化蛍光強度変化
図 ：実験 温度： ℃ の基準化蛍光強度変化
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－ 34 － － 35 －
通過する線源の透過の関係を式(1)に示す。



































試験体A,Bの寸法（x × y × z）は、概ね68mm 













A 496.7 1378 324.0 430.9





































X kV 160 160

















X kV 160 160
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白色下地層 赤色顔料 白色下地層 赤色顔料
170.27 0.3475 0.3319 181.31 0.3520 0.3034
ON(1回目) 1日目13:00～1日目17:40
174.52 0.8562 0.8750 181.14 0.3423 0.2977
OFF（1回目） 1日目17:40～2日目10:00
174.60 1.1403 1.0793 181.68 0.3953 0.3470
ON(2回目) 2日目10:00～2日目18:30
183.30 1.7375 1.5853 181.17 0.3507 0.3017
OFF（2回目） 2日目18:30～3日目10:45
183.53 1.5826 1.4558 181.71 0.3967 0.3515
ON(3回目) 3日目10:45～3日目16:00
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170.27 0.3475 0.3319 181.31 0.3520 0.3034
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174.52 0.8562 0.8750 181.14 0.3423 0.2977
OFF（1回目） 1日目17:40～2日目10:00
174.60 1.1403 1.0793 181.68 0.3953 0.3470
ON(2回目) 2日目10:00～2日目18:30
183.30 1.7375 1.5853 181.17 0.3507 0.3017
OFF（2回目） 2日目18:30～3日目10:45
183.53 1.5826 1.4558 181.71 0.3967 0.3515
ON(3回目) 3日目10:45～3日目16:00












































































































































































































































































































































































































































































































































































A-1). 開⼝ 0 にした場合
A-2). 開⼝ 3 倍にした場合
A-3). 開⼝ 40 倍にした場合





B-4). 扉の⽇射遮蔽＋断熱をした場合 ( 断熱材 2cm)












































CASE A-4 開⼝⾯積40倍（外気ＡＨ≧⼊⼝空気AHの場合密閉） 
⇒冬期の天井⾯結露抑制に有効
CASE B-1 ⼊⼝鉄扉の⽇射遮蔽 
⇒冬期の天井⾯＋夏期の装飾⽯材結露抑制に有効















































合を想定している。CASE D-2 ～ CASE D-4
の詳細な条件は表6に示す通りである。
図45に年間の結露量の比較を示す。図よ

























CASE D-2 CASE D-1 + 夏期に除湿を⾏った場合
CASE D-3 CASE D-1 + 夏期に冷房除湿を⾏った場合
CASE D-4 CASE D-1 + 夏期に⽯材表⾯に放射暖房を当てた場合




















































表面状態 乾燥 湿潤 乾燥 湿潤















































































































原因 雨⽔遮断/⽔分蒸発 塩の析出 液⽔の落下流下
判断基準 墳丘の含⽔率 蒸発量 結露量
時期/位置 夏季 冬季 夏季 夏季/装飾 冬季/天井
透⽔シート 維持 維持 維持 維持 少し改善
ブルーシート 悪化 悪化 少し改善 改善 少し悪化
8
 
55 (4 8 -) 図55 北面内側における蒸発量(4 年目8 月-)
7
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